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医療器具　54　医療用捲綿子

一般医療機器　医科用捲綿子　10172000

26B3X10003000104

CH スワブ

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】
製造販売業者 ： 　有限会社テクノアメニティ
〒621-0821 京都府亀岡市篠町柏原町頭 56
TEL ： 0771-58-0023

外国製造業者 ： 　コパン　イタリア　ファシリティ
　　　　　　　　　　　　（Copan Italia Facility） 
国名 ： イタリア

商品コード　　　商品名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　包装単位

CH スワブ　PD

CH スワブ　PR

CH スワブ　AR

CH スワブ　AD

CH スワブ　MR

CH スワブ　MP

CH スワブ　PP100

CH スワブ　PP73

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

1000 本／箱

【形状 ・ 構造及び原理等】

CH スワブは、 軸の先端に綿球をつけた検体採取に使用する

スワブである。検体採取部位に見合うように軸と綿球にバリエー

ションを持たせて、 プラスチック製のパウチで包装し滅菌処理

されている。

【包装】

使用中に本品が破損した場合は、 直ちに使用を中止して医師の指示

に従うこと。

全操作においてスタンダードプリコーション （標準予防策） に従い、 適

切な防護具 （保護服、 マスク、 ゴーグル、 手袋等） を着用すること。

併せて、 各検査室のガイドラインにも従うこと。

検体となる試料は、 細菌が存在している可能性が高く、 かつ外部汚染

の可能性が少なくない部位から、 陽性の結果が出やすい臨床段階時

に採取すること。 また、 検査に必要な十分な量の検体を採取すること。

使用後のスワブは、 検査室の感染性廃棄物の処理規定に従って処分

すること。
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【使用上の注意】

※＜重要な基本的注意＞

【保管方法及び有効期間等】

1. 　保管方法

　　　室温下で、 水濡れに注意し、 直射日光および高温多湿を避けて保

　　　管する。

2. 　有効期間

　　　外箱、 パウチ、 およびチューブラベルに記載されている。 使用期限

　　　が切れたものは使用しないこと。
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商品コード　　　　　　軸材料　　　　　　　　綿球材料

【使用目的又は効果】

本品は、 検査のための試料を採取することを目的とした器具である。

検体を採取する前に軸部分を折り曲げたり、湾曲させて使用しないこと。

開封後は速やかに検体採取をし、 開封した製品の再使用、 再滅菌は

しないこと。

シングルユースデバイスであり、 再利用は厳禁。

検体の採取は、 十分な訓練を受け資格を有する人に限定すること。

患者から検体を採取するときは、 力を入れすぎたり、 強く押し付けたり

してスワブの軸を折らないよう注意すること。 また、 検体を直接採取す

る際は、 採取する粘膜等の部位を傷つけないよう過度な力をかけない

こと。

綿球部分と検体採取部位が長時間接触することで綿球が外れる恐れが

完全には否定できないので、 採取作業は短時間で速やかに行うこと。

軸部分は弾力性があるので、 使用する際には試料が跳ねないよう注意

すること。

　1.  

　2. 

　3.  

　4.

　5.

　6.

　7.

164KS01

167KS01
170KS01
175KS01

184CS01(*1)
185CS01(*1)
1U054S01(*1)

1U059S01(*1)

＊1：184CS01 および 185CS01 は検体採取後のスワブが小型の輸送用

　　 チューブに入れられるように、 軸の中ほどにブレイクポイント

　　 が刻まれている。
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【操作方法又は使用方法等】

本製品を使用した細菌を含む臨床検体など

の採取は次の通り。

1.　「ＰＥＥＬ　ＨＥＲＥ」 と書かれた箇所で  

　　パウチを開ける。 （図１）

2.　包装からスワブを取り出し、 綿球部分　

　　で検体を採取する。 汚染の可能性を　

　　回避するために、 スワブの先端は感染

　　の疑いのある領域に限定して接触させ

　　る。 （図２）
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